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l.岩瀧寺直訴 
I 岩瀧寺賢清
1.故ありて当国に渡海せる者 
北保道益家について『金沢村誌稿本』の著者北見喜宇作氏は次のよう
に記述している。
道益、初めの名は時信、丹波の人なり。父快舜、大坂の役に逃れ
て相川に来り、下寺町に住し、削髪して異如院を開基す。長子朝慶
又仏門に入り、同寺の住職を継承するに及び、快舜退いて郷里に帰
り、慶安三年 (1650)八月七日を以て遷化す。次子は即ち時信にし
て医学を修め、名を道益と改め、寛文三年 (1663)相川に来り、弥
十郎町に寓しl主誌を以て業と為し、毎年奉行所の命により、立春の
日を以て、国運の吉凶を占う(廷宝七年の記録存す)。 
(r金沢村誌稿本』第11編伝記昭和9年金沢村教育会編)
北見喜宇作氏のいう廷宝 7年の記録が事実であったとすれば、大坂の
役は慶長19年 (1614)であるから、快舜が佐渡へ来たのはそれ以前とい
うことになる。ところで、真如院について「佐渡国寺社境内案内帳Jは次
のように記録している。
相川下寺町医王山虞如院
慶帳十八丑年開基、一説に開基の檀家北柔道益、摂州大乱の節当国
へ渡海して当寺を聞くと古老の伝なり。道益は寛文三卯年、故あり
て当国に渡海せる者、此の説詳かならず。道益の兄朝慶当寺に住職
して、貞享元子年十一月二十七日死去、此父快舜丹ナト|にて死す。員
如院の境内五畝廿六歩御除
「寺社境内案内帳Jは18世紀の半ば宝暦年中の編纂とされるが、他方
で「元禄の寺社帳」とも称されている。おそらく元禄 5年寺社領交付の
際の奉行荻原重秀への寺社書上げによったものであろう。
これをもってみても、北市柔道益の父快舜が相川に渡海したことはほぼ
間違いのないところであろう。
次に、道益が寛文 3年(1663)に「故ありて当国に渡海せる」その説に
ついてはつまびらかにできない、とするのが通説であったが、その「故」
について、『佐渡国略記jの寛文 3年の項に、
丹波国氷上郡真言宗岩龍寺 此岩龍寺二十四年以前子年与江戸江相
詰候而寺領之儀訴訟仕罷在、其上九年以前寛文三卯四月下野国小山
と申所ニ而直訴申上候、依之流罪、宝永四亥八月晦日御赦免
とあって、岩瀧寺が子年、すなわち慶安元年以来江戸に出かけて寺領の
ことについて訴訟し、寛文 3年には下野国小山で将軍に直訴をこころみ
たために佐渡に流罪になったことが記されていて、その理由がしだいに
明らかになった。そこで、次にその訴訟の全文を記載してみよう。
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図 1 佐渡郡相川町真如院
図 2 r (舟崎文庫佐渡国略記j寛文 3年の条 新潟県立佐渡高等学校同窓会所蔵) 
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丹波国氷上郡栄動山岩龍寺住持乍恐謹而言上 
0此岩龍寺者嵯峨天皇御願、弘法大師開山、丹州一国之霊地、世間
ニ無隠名山ニ而御座候、依之、御代々天下太平之御祈祷修行、禁裏
様、公方様江巻物指上毎年独御礼相勤申候、丹波国中ニ而ハ此寺迄
ニ御座候事 O此山往古ニハ莫太之寺領御座候といへ共何となく減
少仕、 i斬高百拾五石寛永四年迄致所務候所、先年五味備前守被相改
候節、其時之住持別所豊後守証文紛失申候故、累代之寺領指のけら
れ、今に御蔵ニ被入、岩龍寺無禄地と罷成、堂社仏閣大破仕、仏供
料も無御座候、住僧喝命ニ及申候ニ付、慶安元年与御当地ニ相詰御
訴訟申上候者寺社御奉行衆被聞召上、九鬼長門守ニ被仰渡候故、四
至傍示之境内目録所之百姓等連判仕指上申候、難然、彼寺領未致拝
領、難儀仕候故、不顧樺御直奉棒一通候事 O遠近之寺社拾七ヶ所
何れも別所豊後守証文ニ而寺領社領如先規無相違御寄附被成候、当
山之様子者松平主殿頭測低被存候、古法之儀者高野山御当地在番衆
ニ御尋被遊候様奉存候事
右恐多申上事難御座候、偏奉願候、御慈悲を以此問宜預御披露候、
イ乃而如件
寛文三年卯四月廿三日
丹波国栄動山岩龍寺
御供御中 
(r佐渡国略記.1) 
まず訴願の文体について一言しておく必要がある。最初の「乍恐謹而
言上J(おそれながらつつしんでごんじよう)という願書の形式は、中
世以来、村から荘園本所・地頭所に直接訴える場合の訴願の形式である。
したがって、この訴願文は国元の代官所や藩庁に出すために作成したも
のではなく、最初から寺社奉行もしくは将軍直訴のために作成されたも
のとみる必要がある。ほとんど漢文体で、警かれているのは中世以来の訴
願の形式に依ったことを示している。
次に内容を意訳しておくことにしよう。
「岩瀧寺は嵯峨天皇の勅願によって弘法大師が閉山した寺で、丹波ー
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国の霊地で世間に隠れなき名山であります。これにより代々天下太平の
御祈稽修行するのは丹波国中にてこの寺のみであります。この寺は往古
には莫大の寺領をもっておりましたが何時とはなく減少し、ょうやく高 
115石を寛永 4年まで所務してまいりま したと ころ、先年五味備前守様
が相改められました節、そのときの住職が豊後守の証文を紛失致しまし
たため、累代の寺領が取り上げられ年貢地とされて、岩瀧寺は無禄地と
なり、そのために堂社仏閣は大破し、仏供料も無く、住僧は生活するこ
ともできなくなった次第です。そこで慶安元年(1648)より江戸に詰め
て寺社奉行に訴訟申し上げたところ、寺社奉行ではその訴えが認められ、
九鬼長門守に仰せ渡されま したので、早速四至傍示の境内の図面など村
の百姓などが連判をして指し上げたところであります。しかし彼の寺領
は未だ拝領するところとならず難儀しております故、再び御直訴訟に及
んだ次第です。遠近の寺社17か所はいずれも別所豊後守の証文で寺領 ・
杜領はいずれも先規の通り御寄付されたところであります。云々 」
つまり、自分の寺だけが証文紛失のため寺領を失った、というのであ
る。この訴状提出の結果、岩瀧寺は越訴(直訴)の罪に問われて佐渡に
配流されたのであった。それが 「道益は故ありて当国に渡海せる者、此
の説詳かならず」の内容であった。 
2.丹波岩瀧寺
町 にある。氷上郡は丹波国西端に位置
する。氷上の地名は現在の加古川が往昔氷の川と呼称されたことに発す
る。古代の山陰道はここを通って但馬に至ったというから、古来交通の
要地だったのである。中世にあってこの地には皇室領、石清水八幡宮領
和鼠荘、上賀茂杜領由良荘、下賀茂社領三輪荘、仁和寺領芦田荘など 20
をこえる荘園が設置された。香良付近は上賀茂社領由良荘に属していた。
承久の変後、老議荘には荻野氏が地頭となって補任された。その後南北
朝動乱期には各地による武将たちは南朝方や武家方に属して戦った。 地
頭荻野朝忠は建武 3年(1336)丹波守護代となって南箪と戦ったが、興国 
岩瀧寺は兵庫県氷上郡氷上
ひかみ
香良
こうら
4年(1 343)足利尊氏に背いたため新守護山名氏時代に高山寺城(氷上町)
を攻められて降り、葛野荘地頭職を没収された。 
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図3 兵庫県氷上町岩瀧寺
図4 岩瀧寺山門 
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この地域に中世にひらかれた寺としては、佐治荘地頭足立光基の子遠
諮祖雄が正中 2年 (1325)に創立した高源寺(青垣町桧倉)が郡内最初
の禅宗寺院である。また、足利義満が永徳  2年 (1382)尊氏の子英仲法
俊を請じて建てた曹洞宗円通寺(氷上町御油)は、江戸期に郡内のみで
も50余の末寺をもっ大寺となった。また、蓮如(本願寺八代)が文明 7
年 (1470)越前より摂律へ赴く途中立ち寄った際、浄土真宗に転宗した
という仏現寺(氷上町大崎)と明光寺(同町市辺)などがある (r兵庫
県地名大辞典J 角川書庖)。
ところで、次に示すのは岩i龍寺の歴代表である。
密伝院現法快善居士 岩龍寺賢清 宝永  5年

中興亮雅法師 宝永  4年

中興実応法師 寛保  2年

亮雄法師 宝暦元年
中興致成法師 宝暦 13年

実真法師 寛政 7年 (6世)

密全法師 文化  5年

英俊法師 天保 6年

寛龍法師 安政 4年

寛雅法師 明治 7年

これによると、歴代住職の最初に賢清が据えられている。
こう してみれば、訴状文のいわれは信じ難く、おそらく中世には未だ
寺基は未成立た、ったのではあるまいか。
天正 7年 (1579)丹波一円は信長の家臣明智光秀に亡ぼされた (1信長
公記J)。やがて天正  10年山崎合戦ののち丹波国は秀吉の養子羽柴秀勝 
(信長の四男)の領地となり 、天正 15年には検地が実施された。文禄  4
年 (1561)の 「氷上郡村高辻帳」によ ると、氷上郡は村数 110、高 6万 
2857石余とある。
その後、慶長 3年 (1598)にはもと八木を本拠とした別所吉治が徳川
家光の乳母となった伯母 (春日局)に与えられた郡内 2万5000石を得て 
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北由良に居を構えたが、寛永 4年 (1627)所領は幕府に没収され幕府領
となり、そののち寛永 9年には岩瀧寺の地域は九鬼長門守の所領、三田
藩領となったのであった。
次に江戸時代の岩瀧寺及び岩瀧寺下香良村の様子をーベつしておくこ
とにしよう。寛政 6年 (1794)福智山の人、古川正路の著した『丹波志J
という書物がある。そこには次のような記述がみられる。まず香良村に
ついては、
一、香良村 三田領
古高五百二十四石九斗三升。民家百戸。桑茶出す。
西に伊佐口村へ五丁、南絹山村同柏原道二里半、鴨内村の間武士ケ
岳より京愛宕、但馬若狭山々見ゆ。東の谷余田谷なり。
もっとも香良村は以前は隣村絹山村を含んだ地域であった。同書絹山
村稲荷社の項に「産神際礼九月八日、香良村の内、田の中にこれあり、
中古香良村より絹山村へ預け置く社なり、舞殿二聞に三問、石の鳥居、
境内二十間四方除地なり」とあって、香良村の稲荷が今は絹山村の田の
中にあるという記述が絹山村の分村を語っている。
次に岩瀧寺についての書上げをみよう。
一、栄動山岩瀧寺又不動山と云フ異言宗 香良村
此山は往古住吉大明神御夢想、に依て、嵯峨天皇勅し給い、弘法大師
開基なり。大師自ら石不動の像を刻み、岩洞に安置し給えり。長五
尺六す。諸堂建立、洞の高さ五間余、横二問。乾方を向く、石像三
鉢あり。脇士一体は播磨国石原という所より、告げあって此所に納
む。又一鉢は円通寺より納めりという。是もその告げあるによって
なり。洞の前に護摩堂二聞に二間半。銅瓦葺。曲折の坂十五六間下
に、北の岩山より流る泉あり、五丈八尺という。大師来り給う時は
蛇池なり。大師独鈷を投給う故、蛇身成仏せしとなり。之に依て独
鈷の滝という。辰の方に向いて不動の洞に向えり。此山の上に洞と
いう所あり。人往来を断つ。滝の上に雌滝というあれども下よりは
見難し。
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岩滝寺は二丁余口にあり。寺内に本堂観音三間四方坤の方を向く。
当国順礼七番、郡中順礼は十六番なり。此堂内に不動の像弘法大師
の作あり。鎮守稲荷社乾向き、近年修造せしが、古えの彫物は残し
て之を用う。俗説に古え香良、絹山、伊佐口三ケ村の産神といえり。
然れども此説治定の説とも決し難し。香良の入口にあり。今住吉神
社というは、加波良の寺社と思えり。寺内の鎮守を式内加波良神社
といえども信じ難し。此杜の前に油あり。 近年埋めて寺を建つ。香
良村の中二所に一二の鳥居の跡あり。二重門釣鐘あ り。 下馬札あ
り。嵯峨天皇御祈祷所として、此の下馬の札もありと。下馬の外に
毘沙門堂あり。札よ り内左右の山除地なり。 高野山末、 当山坊号は
不動院なり。
往古供田六十五石、修履五石。百余年以前迄はあれども、戦国の
節無住のことありて其時より退転せり。 別所豊後守殿寄附燈明田一
石二斗今にあり。同じく二十石の寄附状あり しかども今は無し。此
地往古頼朝公より禁札を下され候、 控は高野山にあり。当山の古記
は佐渡の国にありといえり。往古は寺坊一千軒に及び、俗に滝寺千
軒古跡と今にいう。谷の左右に寺跡の石垣多し。東の堂西の堂古跡、
極楽坊古跡谷口に仁王門古跡あり。堂谷は西向の谷険しく、左右岩
山にて所々より泉流る。谷深く誠に幽谷なり。朝山一伝という人龍
りしも此山といえり。未明に不動尊夢想、の告により朝山不動といえ
りとぞ。
この書上げによれば、寺の本堂は観音堂である。とりわけ注意すべき
は鎮守稲荷社である。俗説にこの稲荷はいにしえ香良・絹山・伊佐口 3
か村の産土神だとしているのである。この稲荷は香良地内の田中にある
絹山村稲荷を寺内に遷して成立したのである。
さらに寺領の記事が注目される。仏供田65石、修復 5石を中世にはも
っていたが、戦国時代に無住であったためになくなってしまったのであ
る。そして慶長 3年、別所豊後守が燈明田 l石 2斗と 20石の寄付をして
その寄付状があったが今は存在しない、としている。そして当山の古記 
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は佐渡固にあり、と伝えているのである。 
3.岩瀧寺調査 
1992年の秋10月の上旬、調査委員は氷上町に岩瀧寺を訪れ、岩瀧寺に
所蔵される記録類、建造物、墓地等を調査したほか、香良村の凶有文書
類の閲覧を許され多数の記録をとることができた。次にその一部を掲げ
ることにする。
岩瀧寺棟札

一、大党天聖、緊天中天伽陵頻迦声

奉建立岩瀧寺不動札堂

帝釈天王、哀感衆生者我等令敬礼

願主播州別所豊後守重治息女万歳敬白

慶長十七年九月吉祥日

大工吉村七右衛門次家 

奉行高瀬九兵衛尉安勝 

棟札 

五社大明神 享保六年十二月吉日

本願主当山現住阿闇梨弁昌

庄屋嘉右衛門 

組頭甚左衛門 

組頭二郎右衛門 

当郡北油良村住人藤原朝臣

山本金兵衛尉家憲

同僚七郎

安政三年棟札 寛雅代

無動山岩瀧寺

足立甚六白井新右衛門足立銀十郎 

佐竹兵蔵井上龍右衛門長沢玄策(絹山) 
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図 5 岩瀧寺 '不動堂
図 6 慶長 17年の棟札 
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井上万三郎(御油) 安田丞右衛門
芦田与一兵衛(御油) 安田半暁(田中)
安田桂助(田中) 安田彦五郎(田中)
匠工棟梁 花倉和久小兵衛
当所足立佐兵衛
挽工棟梁 当所白井太郎兵衛
岩屋不動堂大聖不動明王銘文
天保十五年四月
行者講中 五箇村世話人
宝暦三年 四国八十八ヶ所本尊堂
播州多河郡大工藤原権右衛門
同 庄吉
願主井上瀧右衛門
仏工京三条通青木市之丞
酉八月吉祥日
稲荷明神棟札
安政四年晩秋二十八日
再建小嶋大荒神霊廟一宇当社増威光
大工足立佐兵衛
田辺嘉七郎
柏工臼井多良兵衛
遷宮別当無動山岩瀧寺住侶 寛雅
(裏) 庄屋銀十郎
年寄治右衛門
六右衛門
惣代兵蔵
願主惣氏子中
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住吉大明神棟札
享保十一年神主足立勢右衛門
大工杢右衛門
無動山岩瀧寺住侶 実応
奉再造住吉大明神
庄屋 嘉右衛門証
勘右衛門 造建
年寄仲右衛門
護摩堂棟札
奉再建護摩堂一宇
慶長年間旧領主別所豊後太守重治公甚口崇而巌畔新建護摩堂一宇
詳干上棟旧証也
当太守九鬼長門守隆邑公享保丁酉春
宝暦第五龍集乙
無動山岩瀧寺現住
匠工播ナ|、l塚口飛田平蔵宗儀
以上が現在岩瀧寺に伝存する主たる資料の概要である。
これら棟札はこんにちまで明らかにされなかった各種の疑問を解く上
で大変重要である。まず慶長 17年 (1612)の棟札について考察をしてお
く。この棟札の存在から慶長 17年に岩瀧寺が成立していることが明らか
となる。例の北僚道益は赦免の年宝永 4年 (1707)に83歳である と言っ
ているから、寛永元年 (1624)の生まれである。 一体このときの住持は
誰であったのか。当然考えられるのは道益の父快舜である。賢清(道益)
が岩瀧寺の住職であったことからみて、父快舜が住持をしていたことは
およそ誤りはあるまい。そしてこの年、別所豊後守重治が息女万歳のた
めに建立したのは不動堂であった。そのことからみて、この寺は真言宗
でもどちらかといえば密教系の修験道の傾向のつよい性格をもっていた
のではあるまいか。そう限定したと して、それでは快舜が佐渡に渡った
のはいつなのであろう。 
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E 丹波と佐渡
1.岩瀧寺直訴
岩瀧寺の直訴について磯部欣三氏は『近世佐渡の流入.1(文芸懇話会
昭和44年)の中で次のように述べる。
北候道益は、真言宗岩瀧寺とあるから、そこの住職であったと思
われる。理由はよくわからないが、寺の領地のことで容易ならぬこ
とが起り、江戸へ出て寺社奉行に訴え、裁判を起している。しかし
その後一六六三年(寛文三)つまり流罪の年に「下野国小山J(栃
木県小山)で「直訴」したとあるから、寺領の争いは寺杜奉行段階
で、は決着がつかなかったとみえる。
この寺領の争いについて少しく考察を加えることにしよう。まず岩瀧
寺の訴訟文に「ょうやく高 115石を所有して寛永 4年まで至ったのに、
五味備前守が改めを行ったとき住持が別所豊後守の与えた証文を紛失し
たために寺領がなくなってしまったj旨を訴えている。これを正史に照
らしてみると、慶長 3年にこの地を領知した別所吉治が寛永 4年に所領
を幕府に没収された事実に出合う。つまりこのときに岩瀧寺は寺領のこ
とごとくを没収されてしまったのにちがいない。
そのとき没収された寺領は、慶長17年 9月別所豊後守重治が息女力歳
の眼病平愈祈願のために寄進をしたものであった。 『香良志』全(岡林
一三郎著 明治26年)によると、岩瀧寺に対する別所豊後守の寄進は
「仏供田65石、修復田 5石、燈明田 l石 2斗」とあって、それを合わせ
て71石 2斗を算する。寛永 4年に別所豊後守が所領没収となるや、古記
録・寄進状がなかったため、別所氏の寄進による岩i龍寺の除地もまた水
泡に帰したのである。
岩瀧寺が寺社奉行所に寺領復興の願書を提出する動機はそこにあった
とみるべきであろ。前述したように北保道益は寛永元年の生まれと思わ
れるから、この事件が起きた寛永 4年当時の岩瀧寺住持は道益の父快舜
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図7 岩瀧寺周辺図
だったのではあるまいか。佐渡金井町泉の北候家の史料 「医王山真如院
旧記開基説」には、「開基、慶長十八発丑年、 一説に開基之僧檀家北条
道益、摂津国大坂ー乱之節、当国へ渡海して当寺を開基すると古老の伝
して云々、道益兄朝慶当時に住職して貞享元甲子年十一月廿五日死去、
父快舜は丹州にて死」とある。|日記に載る寺歴代は慶長 18年の初代快応
(延宝 4年)、二代朝慶(貞享元)、三代隆加(宝永 3年) とあって、朝
慶の父快舜は歴代の中に名をあらわさない。快舜が朝慶を伴って佐渡に
やって来たのは、寛永 4年すべての寺領を失った前後から岩瀧寺が訴訟
のため江戸に上る時、慶安元年までの20年の聞のことであったと考えら
れる。しかもこの間、「遠近の寺社十七ケ所、いずれも別所備後守証文
にて寺領杜領先般の知く相違無く御寄付され候」と述べて、ひとり岩瀧
寺が寺領の復興を果たせなかったことが王張されている。それは、他の
社寺が幕府に願書を出した寛永 4年から寛永 9年九鬼長門領になるまで
の問、岩瀧寺が無住であったために、寺領の還付を受けられなかったこ
とを示しているように思われる。そこで、正保の頃寺を継いだ道益が寺
社奉行にこれを訴え、それ対して寺社奉行から領主九鬼氏にその善処方
を伝えたにもかかわらず九鬼氏は寺領復興の要請を認めなかった。かく
して慶安元年岩瀧寺により越訴がおこなわれたのであった。
一体どのような事情があって九鬼長門守が寺領還付の申請を認めなか
ったのか。そこに一つの謎がある。その原因は、あるいは岩瀧寺賢清の
寺領申請がいささか法外なものであったことによるのかもしれない。そ
れを推測させるのが先の香良村に連判させた四至傍示であった。四至傍
示というのは自分の領分を絵図にあらわしたもので、中世の頃の荘園や
寺社領絵図にしばしば用いられた領域設定法であった。だから、もし賢
清が71石余の寺領米還付を申請したのであれば領域の図面や村百姓の連
判などは全く必要はなかった。すなわち、岩瀧寺は 71石余の寺領米を嘆
願したのではなく、香良村の百姓に四至傍示をさせ、連判を付けて一定
の領地の還付を申請したのである。
ところで『香良志』は、「又頼朝公下付するところの禁札ありき、 今
只別所氏の棟札を存す。或いは言う、稲荷社すなわち加和良杜これなら
ん」と書いて、従前岩瀧寺下香良の村にある稲荷社や加和良社が岩瀧寺
の境内地であることを推測しているのである。
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このとき岩瀧寺はどの範囲を寺領として主張したのであろうか。それ
を解く鍵は住吉・稲荷社にある。
つまり、村の鎮守と言われる稲荷明神と住吉大明神が香良の村に把ら
れながら同時に寺境内にも杷られていることによる。なぜこのようなこ
とが起こったのであろうか。
次に掲げるのは『丹波志』に載る両社の記録である。
一、加和良神社 香良村
式内神名。今住吉大明神と唱へ奉る。住吉の夢想に依って、香良へ
弘法大師来給う。岩滝寺開基。寺の境内にも古社これあり。是は稲
荷社というなり。
一、住吉大明神 同
祭礼八月廿八日。民家の西にあり。南に地蔵ヶ端という所に、天
正年中に軍あり。黒井城主赤井氏(悪右衛門)と、足立芦田と戦い、
悪右衛門は足立新九郎に切立られ危ふき所、馬口付に坂ノ兵衛とい
う者、負うて北由良の方へ越ゆる坂にて、 悪右衛門、ここは何とい
うと尋ぬ。是は軍に勝坂にて候、というより今に勝坂という、古戦
場なり。下山という所に首塚あり。此社は弘法大師住吉の夢想に依
りて此所に来給へり。之に依っていっき祭るか。村老の説用ひ難し。
延喜式に日う加波良神社是なるべし。社地甚だ古し。 古木多し。
拝殿一間半に二問。境内凡二十間余四方除地なり。岩滝寺鎮守は古
より伝はる加波良神社という共、社地もな く信じ難し。此住吉とい
う社考へ合すべき所なり。
一、若宮ノ森 同
社地二十聞に五十間の山除地なり。
一、稲荷社 絹山村
産神。祭礼九月八日。香良村の内、田の中にこれあり、中古香良
村よ り絹山村へ預け置く社なり。舞殿二間三問。石の鳥居。境内二
十間四方除地なり。 
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この記録によれば、住吉大明神(加和良社)は本来岩瀧寺の鎮守だと
言い、絹山村の稲荷社はもとは香良の内であると言い、両社共寺境内と
村のうちの 2か所に把られているのである。つまり、このようにするこ
とによって岩瀧寺は昔の寺領を住吉社と稲荷社とを結ぶ線内とし、それ
より上手を寺領として主張したのか(地図参照)、あるいは訴訟後失っ
た領地にあった社堂を寺の境内に移して把らなければならない状況下に
置かれたのである。 
2.その後の岩瀧寺
氷上の岩瀧寺には歴代住職の過去帳がある。それによると、宝永 4年 
( 1707)に没した亮雅法師が中興の祖となっている。つまり岩瀧寺が越
訴の罪で佐渡に流される寛文 3年 (1663)からしばらくの聞は寺は無住
のままで、亮雅法師によって寺が復興されたのである。慶長 17年の棟札
が残りながら岩瀧寺にはその聞の史料が l点も存在しないということ
は、建造物は存在したが文書類が引き継がれなかったことを意味すると
みてよいだろう。そのために岩瀧寺の古歴代が記録されないのである。
しかし、寛政 6年に編さんをみた『丹波志』には、岩瀧寺に関する古い
ことは佐渡に記録がある、としていることからみて、六世実真の頃には
佐渡北候家、あるいは真如院との連絡があったものとみてよい。
ところで、岩 i龍寺が命がけで申請した寺領はその後どうなったであろ
うか。次表は第二次世界大戦直後の岩瀧寺の小作米取立帳である。それ
によってみる限り、寺領は還付されると ころがなかったとすべきであろ
つ。
岩瀧寺小作米年貢納付取立帳
字中嶋 l反 1畝21歩 米 l石 5斗
六角 l反 4畝 6歩 1石 8斗
延蔵口 9畝 1歩 I石 9斗
勅使  5畝10歩
六角 7畝 2歩 2石 2斗 5
松橋  3畝 4歩
中島 4畝25歩 8斗
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中島 3畝16歩 6斗
中島 21歩 2斗
馬之丞(宅地) 87坪 7勺 大豆 2升
(畑) 3畝15歩
中山田 10歩 
20歩 1斗 5升
延蔵口(畑) 2畝 6歩
延蔵口 5畝10歩 7斗
イシ (畑) 1反 3畝16歩 大豆 5斗 桑40貫大豆  2升 
// (畑) 5畝23歩 大豆 l斗
イ〉 (畑) 4畝 6歩 大豆 2斗
宅地 41坪 大豆 2斗 5升桑21貫
畑 8畝23歩
図 8 岩瀧寺歴代住職墓(岩瀧寺境内) 
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3.丹波と佐渡の間
丹波の固と佐渡の国の聞はとても遠い。こんにちの佐渡の人は、丹波
国と言われでも、そのことで何も知ることがない。それは丹波について
も言えることで、丹波の郷土史家たちは岩瀧寺賢清をつうじてはじめて
佐渡を意識の日程にのぼすのである。
しかし丹波と佐渡が全く無関係かというと、なかなかそんなものでは
ない。その一つをヲ|いておくことにしよう。
慶長のはじめの頃、 一人の行者が加古川を下っていった。木食弾誓で
ある。『弾誓上人絵調伝J (昭和 6年 京古知谷阿弥陀寺刊)によると、
弾誓上人はそこから佐渡相川に渡って行ったのである。当時加古川は生
野銀山の港として栄えていた。
但馬生野銀山から氷上町への通過地は、生野銀山一奥銀谷一小野一竹
原野宮の川出合橋滝谷黒川 吉原簾野井根丁字橋平家
坂一扉風一大明寺一黒川ト笹畑J1一谷JI一峠一石風呂一芋地一上島 さー
かい一大名草一沢野 芦田一氷上町である。
村人の話によると、谷川から峠を越えて青垣の石風呂まで小 1時間も
あれば十分で、峠といってもきわめてゆるい峠で、牛馬の往復は容易な
状況であった。昔(明治)は丹波から生野銀山に向けてさかんにナラ炭
が積み入れられたという。
さらに加古川には舟運があった。細見末雄氏 『丹波史を探る j(神戸
新聞総合出版センター 1988年)を引用してみよう。
豊臣秀吉が三木城の別所長治を討ち東播磨を掌握すると(ここ
に)、同族の木下家定を封じた。家定の郡代生駒玄蕃の命によって
加東郡滝野の阿江与助は加古川の (舟運)開通をはかり、川底の岩
石を砕き、砂をさらえて滝野から高砂までの舟路を聞いた。文禄三
年 (1594) (家定は)その功により滝野船座の元締となり、通航す
る舟荷から五分一銀を徴収し、持舟の課役を免ぜられる特権を得た。
それより阿江家は一時期を除き明治初年まで運上金 (営業税)を納
めて船座を経営した。
滝野から氷上町本郷までの舟路が聞かれたのは慶長九年 (1604)
で、滝野船座が開かれてより 10年後である。関ケ原の戦の功により
20 
姫路城主となった池田輝政の命によって、阿江与助と多可郡田高村
(黒田庄町)の西村伝入斎が聞いたという。その水路は本郷から田
高までを本郷川、田高から滝野までを田高川と称した。本郷には船
八そうを置き、支流柏原川に沿う母坪(柏原町)にも舟着場を設け
同数の高瀬舟を置いた。しかしこれは初期のみで間もなく本郷船座
に統合された。
同書によると、高瀬舟というのは底の浅く平たい舟で、本郷一滝野間
では長さ 4 間 1 尺、幅 6 尺ほどのもので、米 5~6 石から 16~17石を積
んだという。そして上り舟のときは中乗りと共に岸の綱道を網でヲ|いて
舟を上流にヲ|いた。これを猿引きといった。
荷物が加古川をくだるだけではなかった。大坂から生野におもむく
人々はみな氷上本郷を経て峠を越え生野銀山に至ったのであった。
調査委員がこの地を訪れたとき、氷上町郷土史研究会会長芦田史朗氏
及び氷上郡広域シルバー人材センタ一事務局長松尾敏一氏からこの地に
吟龍山帰命寺という浄土宗寺院のあることを聞いた。
『丹波志』には、
吟龍山帰命寺浄土宗氷上村山手二
京知恩院末。境内三十間四方除地、古えは修験持の地なり。山伏
塚あり、増海塚という。
とあった。
寺を訪ねると住職の豊崎大意氏がいろいろと史資料をみせて下さっ
た。その結果を要約すると次のようなことになる。
①寺の裏山には銀銅山が存在したが幕末嘉永年間に廃鉱になった。
②寺は昔から鉱山で亡くなった人を供養したと伝えている。
③慶長元年宝蓮社運誉瑞巌上人が中興開基となっている。
④開山は大泉大和尚という人で突丑年 10月没である。
⑤当寺 2代は法正房という人物で慶長 6年 7月没である。
調査委員がこの寺に興味を抱いたのは、この寺の寺名 「帰名寺jにあ
る。帰名寺は有馬温泉の生まれで弾誓の弟子となった帰命但唱の遺跡で 
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図 9 帰命寺
図 10 高瀬船 (原寸模型) (氷上町住水分れ資料館) 
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ある場合があり、しかもこの地の場合には弾誓と但唱の出会いの場所と
して見過すことのできない場所であるからである。しかし帰命寺の調査
によって帰命(但唱)の遺品や仏像など決定的な証拠を見出すことはで
きなかった。
図11 i医王山真如続旧記 J (北僚哲郎氏所蔵)
話を元に戻すが、弾誓上人が慶長 5、 6年の頃加古の津から佐渡に渡
って行ったという『絵詞伝』の記述にしたがえば、弾誓は生野から加古
川を下り佐渡相川に向かったと考えない訳にはいかない。慶長 5、 6年
といえば佐渡銀山が家康の所有となり敦賀の豪商田中清六が諸国鉱山か
ら佐渡へ盛んに人を集めたときである。摂州多国銀山の大山主原淡路や
播州三方にいた味方孫太夫などが佐渡に移動したのも慶長 7、 8年のこ
とだと考えられている。
『丹波志Jには、
銀山古跡 氷上村脇
脇の山古へ銀座あり、団地多く荒るにつき今の高の外に百石引きで
あり
とあるが、このような銀山で働く金穿りたちが新しい働き場を求めて風 
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の便りに聞いた北陸・佐渡への道を歩まなかったとは言い切れない。
このような人の動きに伴って各種の情報がこの地にもたらされたのは
当然である。岩瀧寺の修験僧快舜が寛永 4年の寺領没収にあいその活路
を相川に向けたことは十分あり得たことではないかと考える。 
4.医王山真如院旧記
佐渡郡金井町泉北保哲郎家に「医王山真如院旧記開基説井住職歴代本
堂再建事jという一書がある。それは文化10年(1813)寺の住職によって
書かれたものである。重要な史料であり、検討を加えるために今その全
文を掲げておく。
文化十発酉年迄
快応 百三十八歳ニ成
朝慶 百三十歳ニ成
隆加 百八歳ニ成
英 百六歳ニ成
賢光 八十四歳ニ成
良快 七十九歳ニ成 
JL、快 四十歳ニ成
尊盛 廿八歳ニ成
.，央j青 十七歳ニ成
開基快全百六歳ニ成
医王山真如院薬師寺旧記
当時本尊薬師瑠璃光知来ハ何レノ国人持来リシト云歳月ヲ不知、只
行基菩薩ノ御作ト而巳申伝ル。往古薬師如来井弁才天ハ今南沢瀧ノ
東平地ニ薬師堂トテ一宇有之シト云。又柄実坂下ニ有シトモ云。念
仏車ニ古キ歳号有之由。其節右全ト云僧住居ス。右全ハ慶安四辛丑
十月廿五日化。羽田町常徳寺父ト有。其後寛永十四丁丑年、割問歩
水道切抜、金銀山ヨリ南沢通御雑蔵江通行道出来之湖、今之地江移
ス。当境内入間ニ廿二間下され置キ当寺建立スト云。後当寺住朝慶
法印、当寺檀家雑太郡和泉村北条氏元祖道益兄也。道益ハ宝永五戊
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子年十月九日死去、法名、理法快善居士ト云。寺山号ヲ改一寺ニ申
立、紀州高野山平等院末ト成ル。イ乃市北条道益ハ当寺開基旦那ト申
伝 jレ。
紀州高野山千手院谷

一乗院末

相川下寺町

医王山真如院
当寺紀州高野山平等院末寺之処、宝暦十二壬午年七月朔日当寺心快
法印元本寺江願、明和甲申年十一月廿三日同所一乗院末ニ改
開基慶長十八発丑年
一説ニ開基之僧檀家北条道益摂津国大坂一乱之節当国江渡海シテ
当寺ヲ開基スルト古老之伝ニシテ道益ハ寛文三発卯年故有テ当国江
渡海ス、此ノ説不詳
道益兄朝慶当寺ニ住職シテ貞享元甲子年十一月廿五日死去、父快舜
ハ丹州ニテ死

境内五畝二十六歩御除 (以下略)

|日記によると、
①この寺の元は、もとの南沢の薬師堂であり羽田町の西本願寺末常徳
寺の父右金という僧が住居していたこと。
②寛永 14年に割問歩の水道を切ったため住居できなくなり下寺町に移
ったこと。
③一説に開基の僧北僚道益(父快舜のことか)は 1615年大坂のー乱の
とき当国に渡海して寺を開基したとも伝えられること。
④道益の兄朝慶が当寺に住職をしたこと。
⑤寛文 3年配流された北僚道益が寺を建立して中興開基と言われたこ
と。
などが書かれている。
これらの記述によって考えるところ、北僚道益の配流以前にすでに父
快舜及び兄朝慶が佐渡にあった感じがする。そのことが北保道益が宝永 
4年の赦免後も佐渡にとどまる一つの、そして有力な理由になったので
はあるまいか。 
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5.北保道益赦免
佐渡に流された北僚道益は相川に住んだ。流罪者というと牢屋暮らし
を考えるが、流入は在所ではそれぞれ自らの才覚で生きる道を考えたの
である。北候道益が選んだのは医盤の道であった。丹波岩瀧寺は滝をも
っ修験系の寺院であったことを思えば、道益の医術が呪術を基礎にした
ものであっただろうことは十分想定できるところである。『三人の流入』
仲間1郷土博物館 昭和 59年)によれば、廷宝 7年 (1679)立春の日、
北候道益は奉行所の命によって国運の吉凶を占っている。道益が医師と
してどのような仕事をしたかは別稿にゆずる。
道益は相川弥十郎町に住んだ。元禄 7年(1694)の「相川中畑屋舗御検
地水帳jに、
北側

一、弐拾八間・七間半屋舗七畝歩道益 

とある。随分とよい場所に、これまた随分と広い家に住んで、いることが
わかる。これが最初から住んだ家とは思われないが、父や兄がすでに相
川で暮らしていたとすればあり得ないこととは言い切れない。あるいは
そのような素地があったからこそこのようなよい場所に住居を求めるこ
とができたと言ってもよいだろう。少なくとも道益は、町医者としても
生活の資を稼ぎだすことはできたし、それ相当の蓄財もできた。そのこ
とは、道益が真知院を一本建立していることや、下矢馳村に団地・屋敷
を求めたことによって明らかである。
宝永 4年道益は83歳になっていた。そしてその年赦免になるのである。
覚
先月廿四日之日付宿次御詮文ニ而被遺候御書、同晦日致到着奉拝見
候、桂昌院様御三回忌御法事ニ付、御赦免之者被仰出、当国流入之
内丹波国氷上郡岩龍寺事、流罪御赦免ニ付、御老中様御誼丈被遣奉拝
見、則岩龍寺呼出申渡候所ニ、難有奉存候旨申上候、岩龍寺事只今
者北条道益与名ヲ替、医者仕罷在申候、今年八十三ニ罷成申候故、
尤老衰仕候へ共達者ニ御座候故、当月中ニ愛元発足仕罷越可申由申
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候、其地ニ而願主増上寺門前町九郎兵衛与申者之由、其段茂申渡候、
次ニ道中雑用井ニ下人等の儀被仰下候、此者自分ニ雑用致才覚、小
者も'1造成者御座候、召連可申旨申候、其御地江罷出候ハパ、直々御
屋敷江参上可仕段申渡候
一、右岩龍寺御赦免之御誼文例之通此方ニ留置申候 
(中略)
亥九月朔日
小田切仁右衛門
(以下 8人役人名省略)
近江守様 
(1佐渡御用覚書J)
道益は 9月11日に相川を出立し25日に江戸に着いた。そして、渡世の
ためにふたたび佐渡に住みたい、と願い出て老中の許可も得て、 10月26
日また相川へ帰って来た(r 雄山閤佐渡流入史』 磯部欣三・田中圭一共著

昭和50年)。

史料には次のようにある。
 
Aゐ
見
八月廿四日被遣候宿次御誼文を以申上候
(中略)
一、流人岩龍寺先月十一日愛元罷立候、最早其御地へ参着可仕と奉
存候御事
(中略)
亥十月七日
小田切仁右衛門 
(以下 8人役人名省略) 
近江守様
覚

九月廿三日被遣候御詮文を以申上候
 
(中略)
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一、岩龍寺賢清ニ被遣候十月十二日之御書、同月廿六日岩龍寺
持参仕奉拝見候、賢清儀先月廿五日其御地へ参着仕、猶又御免之
旨被仰渡御礼ニも相廻り、其後相願候ハ為渡世之当国へ罷帰度由申
上候ニ付、其旨寺社御奉行所江被口合御窺被遊候所ニ、勝手次第二
可仕之由、御老中様被仰渡候ニ付、賢清儀此地江御返し被成候、右
之通可相心得之旨奉得其意候御事
(中略)
亥十一月四日
小田切仁右衛門
(以下 8人役人名省略)
近江守様 
(1佐渡御用覚書J)
道益は赦免後下矢馳村に居を移した。昭和 9年北見宇喜作氏は次のよ
うに述べている。
町内の豪家に伝之丞なる者あり。田地を和泉、下矢馳二村に有す。
元禄中道益其家を請ひ、移りて下矢馳村立野に住し、専ら医術を拡
張す。同八年五月、大納言(小倉氏)の次子竹内刑部大輔季伴、赦
免を得て、京に帰り、厚く御恩を報ずる所ありしと云ふ。既にして
伝之丞の所有地建物を譲受け、(中略)子孫相承け、二世道悼より
三世利右衛門・道益・道悦・玄通・三省に至る七世、其間利右衛門
を除くの外は皆医を業とし、世人初代の名を呼んで道益と通称せり。 
(r金沢村誌稿本J) 
北保家近くにある道益の墓の脇に妻女の墓がある。妻は相川下戸町木
屋という商人の娘であった。道益は39歳で配流されたのであるから晩婚
であったと言えよう(道益が丹波にあって妻女を得ていたかどうかは明
らかにできないが、道益家の記録にないところからみて妻女をもってい
なかったのではあるまいか)。
北保家の下矢馳村に於ける状態については、『金井町史』に次のよう
に記録されている。
28 
平清水の地内に 「長谷地堤」という溜池がある。これは「立野の
堤」といっており、立野の久保家、北条家で、作ったものである。 こ
とに北条家の先祖は寛文三年(一六六三)に越訴の罪をおって、流さ
れてきた人であり、佐渡では町医者をしており道益と称した。 元禄
八年(一六九五) (正しくは宝永 4年<1707))に赦免になるまで相
川の上町に住んで、いた。赦免になってほどなく、この立野へ移って
きた。このと き伝之丞の屋敷と田畑を譲りうけて入村したという。
もちろん元禄検地には北条道益の名はみられないが、屋敷や田畑
を道益に譲った伝之丞の名はみられる。当時伝之丞は八聞に五間の
屋敷地(ー畝十歩)をもっていた。また、耕地の所有状況を示すと、
「中の又」に六反四畝、「新田 J(立野新田)に一反三畝、「外畑」、
「立野西」、「立野東」に畑地一反ー畝をもっていた。この伝之丞は
「中の又jの団地をたよりに屋敷近くの畑地を利用して生活してい
たことがよくわかる。また、新田の土地をわずかではあるが所有し
ていることは、のちに道益が入ってきて立野新田の開発を進めるき
っかけになった。
道益が入村して在地の有力者久保家と結んで溜池をつくったのが
長谷地堤であるが、このとき古い溜池の上に新しい溜池を作った。
観音坂からとる水で不足する分をこの溜池でおぎなっているのであ
る。のちにはこの溜池は村の共有のものになったが、日照りが続い
て水不足になっても、村で、使っている代償として古い溜池の水は落
とさないで、久保、北条家のために残しておくことになっている。
北条道益が入って立野新田を聞いた時期は元禄期の後半期であろ
う。入村する時期とすれば元禄十年代と思われるが、農業をはじめ
た直接の理由はよくわからない。
宝永三年(一七 0六)の「和泉村立野堤覚書 jをみると、二つの
堤の普請に、材木、樋、わく木などを官費で支給している。下の大
堤には松木十二問、上の小さい堤は檎角を使い、 三十一年たってい
るがまだ丈夫であるのでそのまま利用したとある。そのと きの普請
人足は千二百余人、日数は三月十日より十四日聞かかっている。こ
の堤が立野にとってはたいへん大事な溜池であったことがわかる。
天保八年(一八三七)の和泉村立野の 「田畑屋敷小前反別分米帳j 
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によると、北条道益の分米高は村内二番で十五石の額であった。こ
のように村内に大きな地歩を占めるようになったのは、立野新田の
開発に関係したからでもある。
文化十五年の「立野新田反別帳Jにより新田反別を百姓別にみる
と、長兵衛八反三畝、五兵衛四反九畝、又兵衛四反二畝、 善九郎四
反、北条家悦(道益家)三反八畝、幸左衛門二反四畝などであった。
しかし、最後の幸左衛門は北条家の分家であるから、北条一族は六
反二畝歩の所有となり、長兵衛につぐ大土地所有者である。この長
兵衛家が久保家であるから、立野新田へかかる溜池の意味がよく理
解できるものと思う。
いま立野新田の真ん中に立っと、どこでもみられる水田の景観で
はあるが、この東の一隅をみると大きな松木が数本並んで、いる。通
称「六本松」といっており、立野新田切り聞きの記念木である。開
墾当時からこの松木だけは切りたおさないで、残していたのである。
村では、ここを神の宿る場所と信じて、いつのまにか地神としてま
つるようになった。
(注 北保道益の赦免が宝永4年と確定されたので、道益の移住は宝
永4年~同5年の間であると思われる。)
道益は赦免の翌年の宝永 5年 (1708)10月、この村に没した。 84歳で
あった。 
E もう一つの配流事件
北保道益(岩瀧寺)と同じ氷上町からこの島に流されたもう二人の流
人がいる。中之坊仙教と覚任である。中之坊仙教の配、流について『佐渡
国略記.1(延宝 3年の項)は次のように記述する。
当卯年、江戸より遣わされ候流人三人 O中之坊、此の中之坊、五
味藤九郎御代官所、丹波氷上郡常楽寺の住持、中之坊を追放致し候、
使僧に本寺高野山宝城院より明寿院と申す坊主、播州加東郡一柳対
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馬守知行所浄土寺之寺家を大勢催し押込候由にて、浄土寺の寺僧東
善坊を此の中之坊鉄砲にて打ち庇負わせ候に付流罪、貞事元子十一
月廿八日に病死 O覚任、此の覚任前かど不届これあり、本寺高野
山宝城院より追放に逢、小野惣左衛門御代官所丹波氷上郡柏原町甚
四郎後家借家に罷りあり候処に、同郡福田村中之坊儀、本寺追放の
使来り候節、此の使と申し合せ、中之坊へ押込み致し狼籍候に付流
罪、天和二成六月十一日病死 (以下略) (注筆者読み下し)
史料を意訳すると次のようになる。
「五味藤九郎の代官所(幕領)の管理する氷上郡の常楽寺から住持の
中之坊を追放するということにな り、使僧として本寺の高野山宝城院か
ら明寿院という坊主が播州浄土寺の寺家を伴って常楽寺に押し寄せたと
ころ中之坊が鉄砲を打ち浄土寺の寺僧東善坊が庇を負ったことが原因で
島に流されることになったj
調査委員は 1992年の晩秋、氷上町郷土史研究会会員山下源九郎氏・松
尾敏一氏の案内を得て常楽寺のある福田の集落を訪れた。常楽寺跡は今
は集落の堂と してのこっていた。その堂には多量の区有文書が保管され
ていたが、 その中に数点の中之坊関係史料を見付けることができ、中之
坊事件の真相を浮かび上がらせることができた。ところがこの事件も岩
瀧寺事件と同様、山の領有をめぐる事件であった。 次に示す史料は万治 
2年 (1569)福田村からの越訴の史料である。
乍恐謹而言上
丹波氷上郡之内 福田村庄屋
角倉与市殿御代官所 年寄
百姓中
一、福田村と申候ハ先織田上野様御代ニ私親宗清と申もの新田ニ申
請、此一村を興行仕候ニ付、偏ニ御公儀様之忠節之者と被為成御意
福田村と申候在名御付被下、 弥百姓をよせ在家多ク立させ住等宛田
地何程にでもひらかせ村を繁昌致させ候へ、其上山林無之候へは土
民之在家ハたいてん(退転)仕候と御意被成、 立石山と申所と其外
支配之山共を被下、永代相違有間敷との証文被下、上野様御家老御 
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両三人御判被下候ニ付、 難有奉存、宗清方々急廻り いかせの吉身 
(誼)仕百姓を集、種子食をあたへ村成就為致、至七八ヶ年中之御
所務を相整其佳親宗清相果申候事
一、同国同郡同与市殿御代官所隣郷にて和田町並小野村之弐ケ所よ
り証文にて被下候、福田村新林内漸しけり申候所々を去年四月廿三
日ニ和田町組頭市右衛門と申仁ほっと (発頭)を取、同町庄屋長右
衛門、年寄弥三右衛門、 又右衛門、小野村庄屋次左衛門、 年寄市左
衛門、同長右衛門、右七人一党仕、組頭市右衛門致下知廻文をおろ
し右両所之悪党四五百人棒ちぎり木数百本手に手に持参一授同前之
振舞にて彼林中へ時声を作り家之廻ニ在之木かや迄切取申ニ付、私
共迷惑ニ存ふせき申度奉存候へ共、かやう之狼籍ニ苦死人手負出来
仕候へば双方共ニ御法度ニ被仰付候と承候ニより、後日之御公儀様
をはばかりひかへ罷在、 御代官殿へパ御届ケ申上置候御事
一、先上野様御代官十年以前ニ和田町之者共此新林を盗苅仕候を見
付、御家老中へ御断申上候へパ、殊外御腹立被成急度御仕置ニ可被
成と不申様ニ被為仰付被下候ノ、ノf難有可奉存候、以上
万治弐年己亥三月十一日 丹波氷上郡福田村
庄屋 重右衛門
年寄惣兵衛
百姓中
御奉行様
重而目安指上ケ申御断書
一、右之通当月朔日ニ書付指上ケ申上候へば、山御奉行様へ御訴訟
仕候へと御裏書被下奉仰其御旨趣御意之通山之出入之儀御山御奉行
様御上京之節御訴訟可申上候口和田町、小野村両所之牛馬を団地之
上へ追放耕作を放飼ニ仕候儀、其上林々竹木草など我ままに盗苅取
申、又重而大勢催し知何様之狼籍可仕も不存候。此福田村ノ、小村に
て御座候へば、如何様之押領仕候へ共出合押へ申儀難成候。とかく
只今耕作之時分ニ罷成候問、口御慈悲ニ和田町組頭市右衛門、 同町
庄屋長右衛門、年寄弥三右衛門、同又右衛門、小野村庄屋次左衛門、
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年寄市左衛門、長右衛門右七人者共被為召出、先上野様より被下置
候証文を謀判と申候御吟味井耕作を荒し申候儀被為仰付被下候ハパ
難有可奉存候、以上
万治二年亥三月十一日 丹波氷上郡内福田村
庄屋
年寄
小百姓中
御奉行様
(裏書)
如此目安上候遂穿盤候、内論所之山林へ双方立入間敷候、於相背
者急度龍舎可申付也
亥ノ四月四日 備前判
石見判
和田町
市右衛門
長右衛門
弥=右衛門
又右衛門
小野村
弥右衛門
市左衛門
長右衛門
かたへ
訴訟の史料によると、 
q滞富田村は福田村の庄屋重右衛門の親宗清が新田開発の許可を得て近村
の百姓を集めて村を立て、 山がなくてはというので立石山その他の山
を下され、織田上野の家臣が判状を下された。
②ところが去年 4月隣郷和田町・小野村の悪党 4、 5人が押し寄せて狼
籍をはたらき、福田村から訴え出た。 
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③ 10年以前和田町の者がこの新林を盗み刈りしたときも御家老中へ届け
出たところ、「これ以御意被成ニより和田町ひしと迷惑仕急々御佐言仕
重而かゃう押領仕間敷と堅証文仕指上申候を、御家老中より福田村へ被
下有之所持仕候、右申上候通くだん証文目録頂戴仕只今迄も村之諸役
相懸申候印ニ右之目録帳を謀判有之と偽を申、却而我まま仕何共迷惑仕
候。御慈悲ニ和田町組頭市右衛門、庄屋長右衛門、年寄弥三右衛門、 又
右衛門、小野村庄屋次左衛門、年寄市左衛門、長右衛門、右七人被召出、
福田村かいはくの証文目録御吟味被為成下、和田町、 小野村もの共林い
ろい(椅) J、後は決して刈り荒らさないとする証文をとり村で保管して
いるが、最近それは偽物であると言っている。何とかとり はからって欲
しい。
と訴えた。これに対して藩は、双方の出入りを止める旨の指示を出し、
和田町・小野村に通達したのである。
これに対し翌万治 3年 4月、関係 9か村から次のような回答書、 訴状
が提出された。
乍恐言上仕候
一、丹波国氷上郡織田弥十郎殿御知行所前川村、野坂村、奥村、井
原村、むら森村、北和田村、右六ケ村角倉与市殿御代官所和田町村、
小野村、草部村、大内村四ケ村、以上拾ケ村と角倉与市殿御代官所
福田村と草部山と申立相之山ニ付御訴訟仕候。然共右拾ケ村之内大
内村と申ハ福田村ニ被頼只今上り不申候。残九ケ村之惣百姓共乍恐
言上仕候御事
一、弐拾五年以前織田上野様御代ニ右拾ケ村よ り立相申彼草部山と
申惣山之内ニ新田を御聞き被成、右拾ケ村之内よ り百姓を被召出、
此新田之所江思寄之百姓共参り住居仕候得と被仰渡候而、則村之名
をも福田村と号改被成、 高弐拾石計之新村出来申ニ付、唯今者角倉
与市殿御代官所ニ罷成候御事
一、 右拾ケ村之内よ り罷出候福田村之百姓共近年ハ不謂新義を企而
押領をたくみ、右拾ケ村より入相之草部山と申惣山を福田村一村之
山と申掛我が佳成横道を仕、拾ケ村之内和田町、小野村弐ケ村より
我が僅仕候様ニ偽りを申、 残る八ケ村ハ指除キ福田村より去年三月
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付候ハ、論所之山江双方立入申事仕間敷候。若於相違仕ニハ可為龍
候御事
十一日ニ御目安を指上ケ同四月四日ニ御両殿様よ り御裏書ニ被為仰
舎と之御裏書を和田町村、小野村右弐ケ村へ致為仰付候ニ付、残ル
八ケ村之百姓共往古より立入申、彼草部山へ立入申事不罷成、九ケ
村之高三千石ニ及び申団地ニこやし一円ニ無之何共迷惑千万ニ奉存
一、去年三月十一日ニ福田村より色々偽りをたくみ和田町、小野村
弐ケ村之もの福田村之山へ牛馬を放シ立毛をくわせ荒し申と以ての
外の偽りと御目安ニ書上り、去年四月四日ニ御裏書相付申ニ付、右
之段々を返答書ニ認御公儀様へ罷出対決可仕と奉存、福田村江去年
より色々相断御公事日ニ罷出候べと申遺候得共、御裏書ハ乍付置一
円ニ不罷出置而ハ福田村よりほしきまま仕、何共迷惑仕候御事
一、福田村之もの共程々之偽りをたくみ御目安ニ書上ケ申処ニ、論
所之山へ立入申事仕間敷之旨和田町村、小野村弐ケ村へ被為仰付候
ニ付、福田村之もの共ハ悦喜を致し福田村一村之山と心得弥かっ
(勝)にのりほしきままに立入押領仕候ニ付、右九ケ村之百姓ハ御
裁許なしニ科も無之非道ニ被成何共迷惑仕候。当年指当而右九ケ村
迷惑仕候ノ¥三千石ニおよび申団地之こやし一円ニ無御座候故仕付
申立毛も付荒ニ可被成と奉存候。然時ハ九ケ村之百姓亡所同前ニ相
成住居難成候問、御公儀様右之段々被為間召分、福田村庄屋十右衛
門、年寄太郎右衛門、同忠左衛門被召寄善悪之対決被為仰付被下候
@@⑮⑪⑮ 
者難有可奉存候、以上
万治三年子四月廿日 
丹波氷上郡織田弥十郎様御下
前川村庄屋 善左衛門 ⑮ 
同御下 野坂村庄屋 九郎兵衛
同御下 奥村庄屋 市左衛門
井原村庄屋 加兵衛
// むら森村庄屋 惣兵衛
// 北和田村庄屋 西太夫
同郡角倉与市殿御下
和田町村庄屋 弥三右衛門@ 
ィシ 
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同御下 小野村庄屋次左衛門 ⑮ 
草部村庄屋九郎兵衛・@
九ケ村惣百姓中 ⑪ 
御奉行様
(裏)
如此目安上候致返答書、公事日ニ可罷遣候様子可相尋也
子五月十二日
備前御判
石見御判
これを要約すると次のようになる。
①前川村以下10か村と福田村が草部山という立山について争ったこ
と。 
②25年以前織田上野様の代、 10か村入会の草部山に新田をっくり 10
か村の内から百姓を集めて福田村がつくられ高20石の村ができ、そ
れは現在角倉与市の支配する幕領とされていること。 
③10か村出身の福田村の百姓は近年これまでの秩序を破り入会の草
部山を一村の山と主張して和田町・小野村と争い、去年 3月目安を
上げ双方の立ち入りが禁じられたため、昔から田の肥料(草)を刈
り取っていた3000石の村が迷惑している。
④昨年 3月福田村から、和田町・小野村の者が福田村の山へ牛を放
つなど言いがかりをつけ目安を上げ4月4日に立ち入り禁止の決定
が出され、以後福田村は問題解決の話し合いに応じない。
⑤それ以後福田村は一山を勝手に用い、我々 9か村は団地のこや
しもなくなり途方に暮れている。
このように述べて、裁判における対決を訴えている。これに対して代
官所は裁判を開始することを通達していることがわかる。
さて、中之坊仙教は福田村常楽寺の住職である、とするから、福田村
設立以後この村に常楽寺を聞いたことを推測することができる。幸いな
ことにそれを裏書きする l点の史料がある。元禄14年 (1701)の年号を
もっ次の史料である。
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御寄附之一札
@@⑪⑪⑪
一、福田村常楽寺者寛永拾三寅之年、中之坊悟 (仙)教と申出家開
発之地ニ而、山門御除地ニ而御座候所、延宝四辰ノ年右常楽寺及破
却ニ、同六午ノ年笹山御検地ニ境内被為召上、山内九町六反歩ニ罷
成、則御留山被為仰付罷有候所、元禄十一寅年立木御払被為成候。
其節観音山王江三拾六間四方、山神江拾六間二十壱問、両所御除地
ニ被成下、残り山福田村江御年貢山ニ被為仰付村中所持仕候。然共
右常楽寺之儀者前々ハー谷中除地之所ニ今以竺丈御金程戴奉存為村
中右御除被為附候外ニ奥ハ谷筋嶺迄掘切、口ハ谷筋峯迄掘切、下ハ
谷川水通り迄山神ニ森三方苅切、両所境相究、勿論小物成村中よ り
相弁申段村中割符帳ニも右境目記置奉御寄附候。尤堂宮之建立之節
ハ氏子中より 自由ニ相捌可申候。右御寄附仕候境内後々末々ニ至迄
少も妨申者御座有間敷候。為後日堅ク証文{乃連判如件
元禄十四年巳十一月 福田村孫右衛門
孫兵衛
七兵衛
四郎兵衛
杢右衛門 
この史料を意訳すれば次のよう になる。
「福田村常楽寺は寛永 13年 (1636)中之坊悟(仙)教という出家がつく
った寺で境内は御除地であります。ところが延宝 4年 (1676)常楽寺が
破却され、同 6年の検地で境内は召し上げられ山内 9町 6反は留山、則
ち村人が利用できない山になりました。ところが元禄 11年 (1698)立木
を売り払われました節に、観音山王に 36間四方、山の神に 16聞に日間の
土地を除地と して与えられることになるとともに、残りの山は福田村へ
御年貢山として付けられることになりました。ところで常楽寺は前々は
ー谷中を除地としており、今はひとしお寂しい状態であ りますので、右
の除地として付けられた土地の外、奥は谷筋の峰まで掘り切り、 口は谷
筋の峯まで掘り切り、 下は谷川の水通り まで御寄附申し上げます。勿論
年貢は村方で負担することに致します。 また堂宮を建立する際は氏子中
より木を使用していただく所存です」
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図12 旧常楽寺本尊
図13 仙教供養塔 
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この史料によって村人の常楽寺に対する感謝の念がひしひしと伝わっ
てくるが、それが中之坊配流とかかわっていることを察することはそん
なに難しいことではない。中之坊はこの村人の先頭に立って村づくりを
し、この山問題を原因に佐渡に配流されたことがうかがえるのである。
またこのとき、調査委員は福田村観音堂の床下から取り出された 1枚
の棟札を見ることができた。
本願常楽寺住持仙教
敬白
内山本堂大工蒔原朝臣孫右衛門
元禄十七年
この棟札がつくられたときすでに仙教は佐渡で亡くなっていた。だか
らこ礼はむろん仙教が書いたものではなく 、当時この観音堂を管理して
いた門院山仏行寺住職卓巌和尚の書いたものである。しかし卓巌はそこ
に自分の名を記さず、佐渡に流された仙教の名を書いたのである。それ
はきっと、この山の開発にかかわって中之坊仙教の果たした役割が大き
かったからにほかなるまい。それでは仙教は村にとってどういう意味を
もったのか。むろんそれは、この山を開発しそれを他村と争いながらな
お福田村の持ち山となし得たことへの感謝である。しかしそれだけでは
ない。次の史料をみよう。
享保元年福田村小物成名寄帳
(元禄九年見分) 
惣反別三十三町五反八畝七歩
内十三町二反五畝
栗山木数七百九十五本
役銀七十九匁五分十本一匁
栗林一反に六本づっ
雑木松山 二十町一反九畝二十歩
一反三畝十七歩
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庄屋孫右衛門
年寄弥次右衛門
ク 六兵衛
百姓惣代作右衛門
この記録の中で特筆すべきことがある。それは寛永13年他村から分け
てもらった 33町歩余の山のうち 13町2反余の山に栗の木が植えられ、大
量の栗が収穫されて村の産業になっているという事実である。この大事
業に仙教がかかわっていたと考えるのである。
元禄17年、村人の手によって観音堂が再建されたのであるが、そのと
き、その再建棟札に仙教の名が刻まれたのは単なる回顧趣味ではなかっ
たのである。
福田村の入口、仏行寺口に一基の石塔がある。それは仙教の墓と呼ば
れているものであるが、石塔の銘文は次のようにある。
(横) 此仙教法師者内山開発僧也、依藷為当村中如斯造立石塔者也
音宝永丙成暦二月二十七日
本願主孫右衛門
(表) 貞享五戊辰年
俸教法師之塔
正確に言えば、これは墓ではなく卓巌の建てた仙教の供養塔である。
仙教没後宝永 3丙戊年 (1706)になって、仙教が貞享 5年 (1688)に亡
くなったことが佐渡から丹波福田の村に知らされたのであろう。北保道
益の没年が宝永 5年 (1708)であるのも奇しき縁と言うべきであろうか。
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